
第２期早島町まち・ひと・しごと

創生総合戦略 効果検証

令和６年１１月１２日

資料１
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人口減少対策と地方創生をあわせて行うことにより、『住みたい・

住み続けたいまち・早島』の実現を目指すもの。

４つの基本目標を定め、本町の目指すべき方向性を示し、 その

達成に向けて重点的な事業展開を図る。

【基本目標】

１：住んでみたい、住み続けたいまち

２：家族の輪が広がるまち

３：働き続けられるまち

４：安心して暮らせるまち

【期間】

令和4(2022)年1月から

令和9(2027)年3月まで

第２期早島町まち・ひと・しごと創生総合戦略について
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（１）目標人口ビジョン

・2031年の目標人口
13,400人

・持続可能な
人口構成への転換

（３）総合戦略による施策展開のイメージ

（２）目標達成の視点

① 高い出生率を活かし、
人口の安定を図る

② 子育てを支える、子育て
と両立する仕事を創出

③ 住生活の環境・基盤を
整える

１：住んでみたい、
住み続けたいまち

11適正な土地利用の展開

新たな定住空間の形成

空き家の利活用と管理

関係人口の創出と移住定住の促進 等

12良好な定住環境の形成 良質な居住環境の保全 等

13総合的な交通体系の形成 公共交通機関の利便性の向上 等

14文化・芸術の振興 文化・芸術活動の振興 等

15地域資源の保全・活用 地域資源を学ぶ環境の充実 等

２：家族の輪が広がる
まち

21子育て支援の充実

子育てを支える体制の拡充

地域の子育て支援の推進と体制整備

子育てのための経済的支援 等

22児童育成と健康の維持 母子の健康づくりの推進 等

23学校教育の体制強化 一貫教育の推進、教育環境の充実 等

24まちづくりの担い手の育成
生活を支える地域活動の充実

青少年の健全育成 等

３：働き続けられる
まち

31子育て支援の充実
子育てを支える体制の拡充

地域の子育て支援の推進と体制整備 等

32雇用環境の向上

ワーク・ライフ・バランスの推進

若者等の雇用の確保

創業の推進 等

33立地をいかした新たな産業の展開 企業が活動しやすい操業環境の実現

34飲食・小売業の活性化

小売商業の振興

歩いて暮らせる魅力ある商店の形成

企業誘致の推進と町内雇用の確保 等

４：安心して暮らせる
まち

41地域の保健・医療・福祉の推進
高齢者が活躍できる環境づくり

高齢者の地域生活支援の推進 等

42高齢者福祉の充実
地域福祉の連携強化

データヘルスの推進 等

43災害の備えの充実 浸水被害防止対策の推進

44良好な定住環境の形成
日常生活に必要な施設へのアクセス向上

生活環境の保全 等

45社会教育の環境整備
学校教育ビジョンとの連携

生涯学習のまちづくりの推進 等

総合戦略の全体像
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基本目標１： 計画期間の各年度で増加しており、目標値に対して望ましい状態に推移した

基本目標２： 前年の1.46から大きく上昇し、目標値に対して望ましい状態に推移した

基本目標３： 2021年度に実施したアンケート調査を基準値とし、5年毎の調査のため数値なし

基本目標４： 実績値は増加しており、望ましくない状態に推移した

基本目標の達成指標（ＫＧＩ）

[◎] 望ましい変化を達成し、著しく上昇した場合又は目標値を達成した場合
[〇] 望ましい変化を達成した場合
[△] 望ましい変化を達成していないものの、基準値に対し、横ばい（変動率 5％）又は低下していても特別な理由がある場合
[×] 望ましい変化を達成しておらず、基準値に対し低下した場合 4

基本目標 指標 基準値 目標値 現状値 評価

1：住んでみたい、住み続けたいまち 25～40歳の社会移動数
＋19人

（2020年度）
前年以上を維持

＋97人
(2023年度 )

◎

2：家族の輪が広がるまち 合計特殊出生率
1.69

（2019年）
1.8以上を維持

1.98
(2023年 )

◎

3：働き続けられるまち
女性が働きやすい状況に

あると思う人の割合
31.5％

（2021年）
継続的に増加

－
（2026年度
調査予定）

－

４：安心して暮らせるまち 65歳以上の転出数
15人

（2020年度）
継続的に減少

25人
(2023年度 )

×



・「◎：年度別目標値を達成」及び「〇：目標値に対し望ましい状態に推移」は 全体の約50％

・「×：目標値に対し望ましくない状態に推移」は全体の約37％

・毎年の数値を把握できないKPIは、次期改訂時に、毎年の検証が可能なものに変更を要する

取組の進行指標（KPI）

[◎] 望ましい変化を達成し、著しく上昇した場合又は目標値を達成した場合
[〇] 望ましい変化を達成した場合
[△] 望ましい変化を達成していないものの、基準値に対し、横ばい（変動率 5％）又は低下していても特別な理由がある場合
[×] 望ましい変化を達成しておらず、基準値に対し低下した場合

基本目標 KPI数 ◎ 〇 △ × － 主な指標

1：住んでみたい、住み続けたいまち 12 5 2 0 4 1
ふるさと納税寄付件数
ホームページの定住・移住関係ページの閲覧数
人口1 万人あたりの人身交通事故件数

2：家族の輪が広がるまち 10 2 2 0 6 0
保育所入所待機児童数
全国学力・学習状況調査の平均正答率全国比
ＩＣＴ機器を活用した授業への肯定的評価

3：働き続けられるまち 5 2 0 1 2 0
《ALKARE早島》協賛店舗の数
無料職業紹介所の活用人数

４：安心して暮らせるまち 8 3 1 2 1 1
健康寿命
百歳体操登録者数
上水道管路の耐震化率

合　　計 35 12 5 3 13 2
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取組 基本目標１ ～住んでみたい、住み続けたいまち～

■ハヤシネマ
月に1度、『早島町の
「ゆるびの舎」が映画館
に！』をコンセプトに、
毎月映画を上映

■参加型コンサート
町民や近隣住民、アー
ティスト等が参加でき
る「ピアノリレーコン
サート」や「ゆるび
WEEKENDコンサー
ト」を開催

■ふれあいの森公園
指定管理によりキャンプ
場を運営
アクセス良好で、園内に
はお子さんが楽しめるア
スレチックもあり、ファミ
リーに人気のキャンプ場

■スポーツイベント
誰でも参加できる「早島町マラソン大会」
や「早島花ござピンポンチャンピオン大
会」を開催
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取組 基本目標２ ～家族の輪が広がるまち～

■待機児童対策
早島町内に４つ目の保育園を開園し（令和
５年１０月～）、待機児童がゼロに

■子育て世代への支援
・18歳までの医療費を助成
・保育園、幼稚園、小・中学校の副食費・
給食費を無償に

■母子健康手帳アプリ
「はやしま子育て応援ア
プリ」の運用開始（令和５
年１０月～）

■子ども議会
毎年、町役場議場で町
内の園児から中学生
までの「子ども議員」
が地域の課題や質問
を行う子ども議会を
開催
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取組 基本目標３ ～働き続けられるまち～

■ALKARE早島
早島町を周遊してもらえ
るよう町内のおすすめス
ポットや名所を紹介
町内商店で利用できる
クーポンも掲載

■早島観光マップ
これまで町有施設のみ
の掲載だったが、飲食
店等も掲載した観光
マップに刷新

■ふるさと納税
業務委託を行い、新たな返礼品の開発や
サイト刷新により、令和５年度の寄付額は
前年度比290％となった
令和６年度は２か月で令和５年度の寄付
額を上回っており、寄付額の大幅増によ
る地域産業振興への寄与が期待される
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■ころばん塾
介護予防などを目的として、地域の団体
が百歳体操に取り組んでおり、高齢者の
通いの場に

取組 基本目標４ ～安心して暮らせるまち～

■早島駅の拠点整備
令和７年度中の完成を目指し、早島駅の
バリアフリー化を含めた拠点整備事業を
推進

■移動支援
・無料で利用できる町内循環のコミュニ
ティバスを運行
・70歳以上の方などにタクシーチケット
を交付

■防災・防犯
・町内各所に土のうステーションを設置
・自主防災組織や自治会で防災訓練を実施
・防災放送アプリの導入
・自主パトロール隊による青パト防犯活動
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取組 ～他自治体との連携～

■岡山連携中枢都市圏
岡山市を中心として、平成２９年から8市
5町が連携し、24の事業に取組んでいる。

【構成市町】
岡山市、津山市、玉野市、総社市、備前市、
瀬戸内市、赤磐市、真庭市、和気町、早島
町、久米南町、美咲町、吉備中央町

■高梁川流域連携中枢都市圏
倉敷市を中心として、平成２7年から7市
3町が連携し、62の事業に取組んでいる。

【構成市町】
倉敷市、笠岡市、井原市、浅口市、新見市、
高梁市、総社市、早島町、矢掛町、里庄町

【事業例】
・夜間中学設置の検討・準備・運営
・瀬戸内の海洋保全
・気候変動対策
・移住促進連携
・外部専門人材の活用
・公共施設の相互利用の仕組み構築

【事業例】
・高梁川流域パスポート事業
・公立図書館相互返却事業
・SDGs推進事業
・移住交流推進事業
・結婚相談事業
・広報紙面交流事業
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これまで増加を続けていた総人口は2022年に減少したものの、再び増加しています。
人口構成は、ほぼ同水準で推移しています。

早島町人口の規模・構造の推移

1,973 2,083 2,087 2,043 2,064 2,046 
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高齢者人口

（65歳～）
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（15～64歳）

年少人口

（15歳未満）

12,545 12,719 12,730 12,642 12,725 12,766

年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

3,477 3,482 3,506 3,496 3,485 3,477
(27.7%) (27.4%) (27.5%) (27.7%) (27.4%) (27.2%)
7,095 7,154 7,137 7,103 7,176 7,243

(56.6%) (56.2%) (56.1%) (56.2%) (56.4%) (56.7%)
1,973 2,083 2,087 2,043 2,064 2,046

(15.7%) (16.4%) (16.4%) (16.2%) (16.2%) (16.0%)
総 人 口 12,545 12,719 12,730 12,642 12,725 12,766

高齢者人口
（65歳～）

生産年齢人口
（15～64歳）

年少人口
（15歳未満）

（ ）＝総人口に占める割合
資料：住民基本台帳[10月１日]
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2020年国勢調査に基づく推計では、前回と比較し高齢者人口
は同等となっています。
高齢化率については、１～1.5％程度下方修正されています。

社人研人口推計 早島町の高齢者人口推計
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2020年国勢調査に基づく推計では、生産年齢人口の増加に
より、前回推計と比較し２％～６％程度上方修正されています。

社人研人口推計 早島町の生産年齢人口推計
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2020年国勢調査に基づく推計では、年少人口の増加により、
前回推計と比較し９％～１２％程度上方修正されています。

社人研人口推計 早島町の年少人口推計

14



2020年国勢調査に基づく推計では、前回と比較し２％～５％
程度上方修正されています。
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社人研人口推計 早島町の総人口推計
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今回の町独自推計

【推計における設定条件】
①2020～2025年の人口増はマンション・宅地開発によるものを含む。
②2025～2035年は新定住促進地区で200世帯600人の人口増を見込む。
③2035年以降に社会移動が均衡。
④2035年までに合計特殊出生率2.0を達成してそのまま維持。

2031年度末時点
(人)

早島町人口ビジョンにおける人口推計では２０４５年まで人口が増加し、以降は減少

総合戦略計画期間
2022年度～2026年度

13,416人

参考 第２期早島町人口ビジョン
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参考 人口戦略会議にて自立持続可能性自治体に

• 2024年4月に民間の有識者グループ「人口戦略会議」

が744の自治体を「消滅可能性自治体」として公表

• 「自立持続可能性自治体」として65の自治体を公表

中国地方では、日吉津村（鳥取県）、府中町（広島県）、

早島町（岡山県）の３自治体が該当
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令和５年度

早島町地方創生推進交付金事業

令和６年１１月１２日

資料２



地方創生推進交付金 令和５年度事業

【事業名称】

歩いて暮らせる魅力あるまちづくり

『ＪＲ早島駅・いかしの舎・ふれあいの森をはじめとする、

まち歩き拠点のＰＲ及び魅力ＵＰ事業』

【基本目標】

「歩いて暮らせる魅力あるまちづくり」をテーマに事業を展開。

休日を早島町で過ごす人を増やして町内に賑わいを創出するとと

もに、ＪＲ早島駅に観光による新たな交通需要を生み出す。
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ＡＬＫＡＲＥ（歩かれぇ）事業
目

的
観光振興・情報発信

【概要】

・地元情報誌の企画運営

・健康づくり×観光の仕組みづくり

【実施内容】

・地元情報誌（以下、ＡＬＫＡＲＥ早島）を年２回発刊し、町内約5,100世帯

に配布するとともに、ＪＲ早島駅など町内各所へ配置

・ＡＬＫＡＲＥ早島に早島町内の店舗で使える歩数連動型割引クーポンを掲載

し、「健康づくり×観光」のスタイルを構築

［協賛店舗の数：42店舗］

[クーポン利用実績：138件]

・公式ＬＩＮＥを開設し、町内のイベント情報等を発信［登録者数：279人］

Ａ
Ｌ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｅ
早
島
表
紙

２



ＰＲ・シネマ・コンサート事業
目

的
観光振興・情報発信

【概要】

・町民総合会館「ゆるびの舎」文化ホールを活用した映画上映会

・町民総合会館「ゆるびの舎」文化ホールを活用したスタインウェイピアノ

コンサート

【実施内容】

・プロモーション動画（５分前後）の作成・上映

・映画上映会（ハヤシネマ）を定期開催

[開催期間：令和５年８月～令和６年３月 総観客数：2,086人]

・国内外やYoutubeで活動する石川琢磨氏による ピアノコンサートを開催

[開催日：令和６年３月１６日 観客数：517人]

(

右)

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
の
チ
ラ
シ

(

上)

映
画
上
映
会
の
バ
ナ
ー
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まち歩き拠点魅力ＵＰ・収益ＵＰ事業
目

的
観光振興

【概要】

・まち歩き拠点に景観装置を設置

・早島ふれあいの森公園キャンプ場に新たな有料エリアを整備

・早島ふれあいの森公園に利益を生み出す仕組みを構築

[まち歩き拠点：早島公園、早島ふれあいの森公園など]

【実施内容】

・早島ふれあいの森公園にシャワー設備を整備

[令和５年度キャンプ場利用者数：1,537人 ]

［令和５年度キャンプ場売上額：3,606千円］

[令和５年度収入：410,950円 ]

４

（上）Befor（下）After

シャワー室内部



交付金事業の重要業績評価指標（ＫＰＩ）

交付金事業の重要業績評価指標
（ＫＰＩ）の名称

事業開始前
（２０１９年度

実績）
２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度

ＪＲ早島駅乗降客数
【人／日】

2,476

ＫＰＩ 2,496 2,516 2,536 2,556

実績値 1,882 1,868 2,092 2,282

まち歩き拠点『いかしの舎』
の年間収入【千円／年】

16,000

ＫＰＩ 16,000 17,000 18,000 19,000

実績値 18,375 16,457 21,693 23,882

空き家バンク登録数
【件／年】

0

ＫＰＩ 0 1 2 3

実績値 0 1 1 0

５


